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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、「身体学」という新たな学問を構築することであった。そのため
に現象学を基礎理論に据え、スポーツ運動学を応用理論として位置づけた。身体学の原理としては、身体がいか
にして身体に「成る（Werden）」のか、という根本的な問題を研究した。またそれと並行して、身体学の方法論
を開発、整備することも研究した。これについては例えば、人が様々なスポーツや武道を行うことの中で感じら
れている身体と運動の感覚を記述として残し、それをデータとして収集するという質的な研究方法を採用するこ
ととなった。これらの原理論と方法論の研究によって、身体学の大枠を形成することができた。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this research was to build a new discipline of "
Somatologie".For that purpose, I put "Phanomenologie" as a basic theory and positioned "
Bewegungslehre des Sports" as applied theory.As a principle of physics, I studied the fundamental 
problem of how the body "becomes" (Werden) ".In parallel with that, I also studied developing and 
maintaining the methodology of Somatologie. In this regard I adopted a qualitative research method. 
It describes, for example, the feeling of the body and movement that man feel in doing various 
sports and martial arts, and collects it as data.Through studies of these theory and methodology, I 
was able to form the framework of Somatologie.
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１．研究開始当初の背景 
（1）国外において、身体性に対する現象学
的な研究は、フッサールのキネステーゼ分析
（運動感覚の分析）に始まり、メルロ＝ポン
ティとラントグレーベによって研究の基礎
が築かれ、現在も世界中で研究されている。
そして近年、フランスでは哲学的身体論の著
作が多数出版されている。また、認知科学と
の学際的研究も行われている。これらの哲学
的な身体性の研究は、2000 年代に多くの業績
が呈示された。 
 
（2）国内においても、身体性哲学、感覚の
現象学的な分析をはじめ、精神病理学、リハ
ビリテーション、緩和ケア、舞踊、芸術など、
様々な領域において身体性の問題は議論さ
れている。これらの身体性に関する国内の研
究は、国外の研究と共に、応用的な学際研究
として、現在も様々な分野で展開されている。 
 
（3）以上のような身体性の現象学的研究を
用いた応用的研究の一つに、スポーツ運動学
がある。ドイツのマイネルに始まるスポーツ
運動学は、スポーツの科学的な運動分析とは
異なった、運動における主観的な感覚体験で
ある技とその修得がいかにしてなされるの
かを研究する、人間学的－現象学的運動学で
ある。日本ではそれを岸野雄三が特に現象学
の方法論を重視し、金子明友が発生論的運動
学として体系化した。しかしながら、発祥の
ドイツでは、マイネルの独創である形態学的
な視点が重要視されず、科学的な研究が押し
進められ、90年代には、現象学との積極的な
学際的研究は見られなくなった。他方、日本
における運動学研究は、岸野以来、現象学的
な分析方法を重要視して、「身体知」という
これまで学問的に問題とされてこなかった
領域を、体育教育の現場において積極的に研
究している。近年、ドイツでもマイネルの運
動学が見直されている機運があるが、しかし
現象学との関係は、日本のスポーツ運動学の
方が進んでいるというのが現状と思われる。 
 以上のことから、「身体学」という一個の
学問体系の構築を目指す本研究の位置づけ
は、現象学的な身体性研究とスポーツ運動学
研究の延長線上にある。 
 
 
２．研究の目的 
（1）本研究では、身体性哲学ないし哲学的
身体論の観点から、身体を巡る一つの「学」
の構築を目指す。具体的には、現象学を基礎
的な理論に据え、スポーツ運動学を応用的な
理論として位置づけ、それらを総合した学問
体系を構築することになる。 
そのために本研究は、１．「身体性の生成」

の原理とその問題系の見取り図を作成し、２．
問題探究の方法論を呈示する。これらのこと
によって、これまで諸科学が客観的に扱って
きた身体の前提を根本から問い直し、体育学

ないし身体に関わる諸科学一般の基盤を提
供することが期待できると考える。 
そうした研究目的において、身体学は、以

下の四つを主要な研究課題とする。 
①運動と空間構成に関わる「キネステーゼと
時間意識」の研究とその分析方法の呈示 

②「ゼロのキネステーゼ」による身体性と自
我の発生の解明 

③「間身体性」おける感覚の形成と原交通（モ
ナドの共鳴）の解明 

④以上の原理論を基にした、運動者における
実践的な体験記述の方法論の研究 

①から③が原理論研究であり、④が方法論研
究となる。 
 
（2）2年の研究期間の中で解明を目指すのは、
特に１．の課題であり、現理論研究の基礎を
形成することである。具体的には、以下のよ
うな内実である。 
①身体学研究の射程を定めるため、具体的な
事例（身体運動の不可逆性、キネステーゼ
という運動遂行時における身体感覚の二重
性）から、現象学的な身体構成論を研究す
る。 

②具体的事例から身体構成の本質規則性を
現象学によって見出し、身体学を本質学と
して扱うための原理論として明確に規定す
る。 

つまり、身体学研究における問題領域の核心
（運動感覚と時間性）を規定することと、そ
れが単に事実の例示ではなく、本質に対する
学として成立し得るための原理を呈示する、
ということが研究期間内の目標である。 
 
 
３．研究の方法 
（1）本研究は、平成 28年度に、①現象学と
運動学に関連する研究論文と書籍の収集と
分析と、②各スポーツおよび武道の競技者に
よる体験記述レポートの収集を並行して行
う。特に②について、本研究は、運動者の運
動感覚の体験記述を個別事例として取集し
た上で、その本質（キネステーゼ）を帰納的
に導出するという方法を採る。その個別事例
は、本学の学生を中心に、授業やゼミなどで
集める。また並行して、体験レポートの記述
方法や取集方法について、効率的かつ効果的
なシステム化を検討する。 
 平成 29 年度は、①収集した体験記述の整
理と分析をした上で本質規則性の呈示を目
指し、②その分析結果と本質規則性の考察を
論文として、諸研究機関で発表する。 
 
（2）以上のことから、本研究を進める上で
遂行すべきことは、①現象学と運動学に関す
る文献の収集と研究と、それと並行して、②
実際にスポーツや競技を行っている、あるい
は行っていた人たちの体験記述レポートを
集めることの、二つである。 
①まず現象学については、代表研究者にとっ



て、この点の研究はすでにライフワークで
あるが、現象学的な研究の基本テキストで
あるフッサール全集は次々に刊行されてお
り、そうした文献購読と研究は、新たな見
解の発見と、これまでの理論構築の補強の
ため、継続していく必要がある。そのため
に、具体的な方策として、本学に現象学の
文献を用意することが求められる。 

他方、運動学においては、本学に着任す
ると同時に研究に着手したこともあり、金
子をはじめとする基本的で著名な文献は目
を通したものの、その他の書籍や論文の収
集は、まだまだ足りない。特に必要である
のは、今現在の運動学研究者の新しい論文
である。しかしこの点に関しては、本学が
体育大学であることから、関連書籍、論文
集は多分にある。ただ、外語文献が少ない
ので、この点は取集と研究の必要がある。 

以上のことから、本研究にとって、応募
者が運動学研究者の研究手法や記述傾向、
運動学理論の基本をよく理解する必要があ
る。この運動学の理論に関する研究も、現
象学研究と同時に行い、これら二つの領域
にまたがる原理論をまとめ上げて、身体学
の体系化を目指す。これが本研究の骨とな
る。 

②次に、競技者の体験記述レポート収集であ
るが、これがまさに本研究の肉となる。身
体という具体的な事象を扱う以上、事例の
収集は不可欠である。スポーツや武道は、
それぞれに独特の運動形態を持ち、その形
態に即して生じる運動感覚もまた独特であ
る。こうした独特かつ個別的な感覚から、
その原理としての本質規則性を見出そうと
する場合、同じ競技におけるそれぞれの競
技者の複数の体験記述はもちろんのこと、
なにより異なる競技間の差異と類似に注目
する必要がある。なぜなら、それら差異性
と類似性の精査と比較の中で、本質といえ
る共通項が見出し得るからである（このこ
とは、現象学における本質直観の方法であ
る）。したがって、体育大学である本学は、
多種多様な競技経験者、また多様なレベル
の競技者を有しているため、本研究にとっ
て非常に良い環境となる。 

 
 
４．研究成果 
（1）本研究の平成28年度の課題は、主に（１）
身体学研究の内実の確定と、（２）収集デー
タの整理と活用（論文作成）、研究の実践に
おける方法の吟味であった。設定されたこれ
らの課題に対し、平成 28 年度の成果は以下
の通りである。 
①身体学それ自体の定義と研究領域を確定
した。これについては、すでに平成 27 年度
末に、本学の紀要において概要が示されて
いたが、その概要の細部を補完する理論を
提示する必要があった。それは、キネステ
ーゼや時間意識の理論をさらに詰めること

である。その点について、発生的現象学の
基本理解とその研究方法の原理を示すこと
は、運動伝承研究会での講演によって形を
成した。またこの点について、本学の紀要
へ「感情移入」、「脱構築」、「間身体性」を
軸に作成した論文を発表した。これにより、
身体学の原理論と考えられる多くの理論が
提示された。 

②競技者による体験記述のデータ収集も、概
ね順調に進んだ。それらは、記述を中心に
して、インタビューの音声、現場における
動画など、様々なメディアで収集できた。
しかしながら、「収集の方法」は、単に現象
を記録に残すだけでなく、目的を持ったデ
ータ収集、あるいは、そうした目的とは意
図しないような偶然的なデータ収集など、
様々なタイプの現象を混ぜ込んだ方が、よ
り現実に即した分析ができるのでは、とい
う課題が浮き彫りとなった。また、収集し
たデータの整理や分類の方法も考える必要
が生じた。これらの点は、次年度に引き継
ぐ課題となった。 

 
（2）平成 29年度の研究課題は、昨年度に生
じたデータ収集の課題を検討し、改善策を構
築していくことであった。そこで、今年度の
ゼミ生に対するデータ収集は、単に本人の記
述に任せるのではなく、対話形式にして記録
を行った。この対話による体験記述の方策に
ついて、多くの質的研究方法を吟味し、その
実践を行った。その中で、スポーツ運動学に
おける「借問分析」の有効性と重要性が改め
て確認された。 
しかしながら、この方法を実行する中で、

実行のための条件や前提における困難さが
浮き彫りになり、実施における課題も確認さ
れた。この方法の方法論的な分析に関して、
本学紀要に、今年度のもう一つの課題であっ
た、「質的な研究方法に関する議論をまとめ、
身体学における方法論の方向性を定めるこ
と」についての研究を論文として発表した。
特に、研究のエビデンスの議論を中心に、身
体学が自然科学的な量的研究と対をなす質
的研究を用いる学問として、その研究方法の
方針を提示できたと言える。 
また、身体学の原理論についても、身体と

運動に対して未来予持の観点からの分析の
方向性を提示するという内容の発表を学会
で行った。これによって研究のさらなる進捗
を得た。 
以上の研究成果をもとに、平成 29 年度で

終了する科研費課題の総括が行われ、次の科
研費獲得に向けた、新たな研究課題を構築し、
申請も行った。この新たな課題は、今回の紀
要と同様、身体学研究の方法論の構築である。
身体学の理論的な側面がこの2年間の間にあ
る程度形を見たことから、次に実践的な方面
で研究の展開可能性を研究するというもの
となった。 
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